
 
 YEME NEWS! in June・july 

 6 月・7 月もたくさんの方にご来場いただき、誠にありがとうございました。各部会とも、テーマに

従って熱心な討議がなされました。今年度は提案資料の中の授業記録の部分を話題にし、子

どもの事実を基にした話し合いが多くされていたように感じます。想定した資質・能力の育成につ

ながったといえるのか、子どもは問いを見いだしたのか などといった論点に対して、エビデンス

をもとに分析していました。今後の研究にも生かしていきたいと思います。 

夏休みが明けますが、9 月以降もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 
１学年部会の様子 『のこりはいくつ ちがいはいくつ』  齋藤 友美子先生（神大寺小） 

講師 南部 礼子先生（東戸塚小校長）  作成担当：中村 駿斗（山内小） 

 
「育成する資質・能力」 
〇減法の意味について理解し、それが用い

られる場面について知ること。 
〇減法が用いられる場面を式に表すこと。 
〇数量の関係に着目し、計算の意味や仕方

を考えたり、日常生活に生かしたりする
こと。 

 
「数学的活動」 
〇１つの集合からいくつかをとるというブ

ロック操作を通じて、求残の場合を減法
で表せることを理解できるようにする。
なぜその式に至ったのかをブロック操作
を根拠に表現するやり方を考える。 

提案の内容 

≪成果・今後の課題≫ 

生活科の活動を算数の問題場面にすることで、学習した
ことが生活と結びつく実感をもたせることができた。 

加法と減法の関係を理解させるにあたっては、求残・求
補・求差だけでなく、求大・求小まで視野に入れた単元計
画をする必要があることが分かった。 

 
問題場面と式とブロック操作を互いに関連付ける

ことにより、減法場面を適切に表現できていると捉え
た。操作後のブロックの形が違う児童に問い返すこと
で、異なる意見との共通点を見つけ出し、操作と演算
決定の関係を明確にすることができたのではないか
という意見が出た。 

適応問題において、教科書の挿絵をあえて逆さにし
て提示することで、「しゅっ」と動かすのであれば左右
どちらに抜き取っても減法であるということを理解
させることができた。求差の場面のブロック操作との
関連をもたせることができたという意見も出た。 

論点①「ブロック操作を根拠に減法場面を表現できたか」  
絵を提示し、問題作りをする中で、加法で使用し

た「あわせて～」がうまく当てはまらないことから、
加法ではないことを捉えさせることができた。さら
に、授業の中で３つの場面を取り上げたことで、何
度も減法の場面を考えることができ、減法の意味理
解を深めることができた。ブロック操作の動きを根
拠にして演算決定をする活動を丁寧に続けること
が大切である。ただ、「減法は加法の逆演算」とい
う理解を求めるには求大・求小のテープ図の考え方
が大切であり、そのために次学年を見据えて指導に
あたる必要がある。 

論点②「加法の場面との違いをどのようにとらえさせるか」 

○担当’ｓ EYE 
 身の回りの出来事を算数の舞台に上げて考えていくサイ
クルの大切さを改めて考えさせられた。教科横断的な視点を
いつでももち続けたい。今年度の学年部会では幼保小のつな
がりを意識している。幼保での経験からつなげることで、子
どもたちの中に問いの必要感や必然性をより強くもたせら
れることができるのではないだろうか。 

具体物の操作を大切にし、考えを統合させていく授業 



 
３学年部会の様子 『１００００より大きな数』 笠原 ゆりか先生 （浦島小） 

講師 松本理考先生（鶴ヶ峰小校長）  作成担当：村上絵里子（下野谷小） 

 
「育成する資質・能力」 
〇数のまとまりに着目し、既習の十進位取

り記数法の原理を適用してより大きな数
の大きさの比べ方や表し方を考え、仕組
みの理解を深めたり、数を正しく表現し
たり、大きさを相対的にとらえたりする
こと。 

〇実際に数えることが困難な大きな数に進
んで関わることから、十進位取り記数法
のよさに気付き、日常生活に生かそうと
する態度を養う。 

「数学的活動」 
〇大きな数を読んだり書いたりすることを

通して、既習の１万までの数の表し方と
の共通点や相違点を考え、数の表し方の
仕組みに着目できるようにする。 

提案の内容 

≪成果・今後の課題≫ 

本時は子どもたちが数の仕組みについて考察することが
重要な授業。多くの子が日常生活上慣れ親しんでいること
を取り上げて、「本当にそうなのか？」と掘り下げていくこ
とで数の仕組みのよさに迫る学習になる。焦点化の方向性
の意図をもって対話的にやりとりすることが求められる。 

 
グループ討議では本時は子どもたちと『問い』を立

てる前に、教えるべきことがたくさんあり、学習の冒
頭で『問い』を立てることの難しいという実感が共有
された。まずは教えるべきことを全体でおさえた上
で、数の読み方や書き方を子どもたちと対話的に繰り
返し確認していく。そこで出てくる子どもたちの気付
きや類推的な考えをもとに、「万はまとめて一度だけ
言う」「位の数が１と０の時は読み方書き方がかわる」
など既習のきまりとは異なる場合に気付かせること
ができる。そこから効率的な数の表し方のよさを深め
たり、もっと大きな数の表し方を類推したりすること
につなげるというアイデアが出た。 

論点①  
児童の「数が大きくなっても表し方は同じであ

る」ことに気付いた発言や記述から、ねらいはある
程度達成されている。しかし、授業記録中には「一
万の位の次は億の位だと思う」「万を一回しか読ま
ないのは、覚えやすいようにだと思う」など問い返
したくなるつぶやきが多数残されていた。子どもた
ちが大きな数をどのように捉え、実感していること
がどのようなよさにつながることなのか、全体で吟
味し考察したい。言語化し表現していくことで数の
仕組みやそのよさに着目させることになる。感覚の
ずれや学習したきまりとのずれに気付かせながら、
意図的に数の仕組みに着目させたい。 

論点②「いかに数の仕組みに着目させるか」 

○担当’ｓ EYE 
 グループ討議中、どのような『問い』を立てるか…悩んで
いた先生方でしたが、教えるべきことを教えた上で、「気付き
を生かした考察に重点を」という方向性が見えると、着目さ
せたい仕組みよさ、子どものどんな発言を引き出したいかな
どが具体的に浮かんでいる様子でした。問いを立てるという
型にとらわれすぎず、目指す子どもの具体的な姿を考える大
切さを改めて考えさせられました。 

数の仕組みを類推して考え、生活や学習に生かそうとする態度を育てる授業 



 
４学年部会の様子 『わり算の筆算』  吉井 宣明先生（新吉田第二小） 

講師 菊地 信明先生（阿久和小校長）  作成担当：大里 莉奈（岸谷小） 

 
「育成する資質・能力」 
〇２位数の被序数を 10 の束とばらに分け

たり、序数との関係に着目して被序数を
分けたりするなどして、計算の仕方を考
える。 

〇児童がこれまでに身に付けてきた計算の
意味や計算の仕方などを活用して、桁数
の多い計算について、その計算の仕方を
統合・発展的に考える。 

「数学的活動」 
〇前時で出たＩさんの考え（十の位と一の

位で分けるという、筆算の考え方につな
がる考え）と、Ｈさんの考え（被序数を序
数であまりなく割るという、暗算につな
がる考え）の共通点・相違点を考え、話し
合うことで、数の見方を豊かにする。 

提案の内容 

≪成果・今後の課題≫ 

今回のような筆算の本質に迫る授業を行うことで、わり
算の筆算の構造を理解し、今後計算をする際に形式的に解
くのではなく、自分で計算の工夫を考えて行うことにつな
がるということが分かった。主体的に学習に取り組めるた
めに、指導計画や手立てを考えることが課題である。 

 
今回の教材は、筆算自体は取り扱わず、その前の段

階として様々な数の分け方に着目したものであった。
筆算は未習の段階だが、筆算を知っている子どもは今
回の授業の中で「筆算がしたい」と思ったのではない
かという意見が出た。しかし、当日は子どもの中に「習
っていないことは使わない」というルールが定着して
いたため、実際に筆算をしてみたいと言った子どもは
いなかった。今回の授業展開以外の方法として、筆算
を知っている子どもの想いを汲み取り、実際に筆算を
行ってから意味に戻すという問いの仕掛けを行う方
法もあるのではないかという意見が出た。 

論点①「主体的な問いの仕掛けとは」  
子どものつぶやき・発言の内容を教師が想定した

上で授業をすることで、子どもの考えを生み出し、
考えをつなげて授業を進めることができる。今回の
授業では、ある子どもが‘60 が 20×3 で構成されて
いる’ということに気付き、「ちょうどいい数字だ
ね」とつぶやいた。それに対し教師が「それってど
ういうこと？」と聞くことで、児童の考えを全体に
共有でき、また新たな問いが生まれたのではないか
という意見が出た。また、１回の授業で思考がスト
ップしないよう、単元全体の見通しを立て、次の授
業につながる終わり方をすることが大切である。 

論点②「子どもの考えをつなげるには」 

○担当’ｓ EYE 
        

 

学習の過程を振り返り、筆算の仕組みの理解へとつなげる授業 

Ｈさんの考えを筆算に表すと、このような
形になる。このような方法もあるとは思う
が、これに〇をつける勇気が私たちにはあ
るだろうか。他の単元で多様な考え方を認
める一方で、未だ形式にとらわれているも
のはないか、見直す必要がある。 



 
６学年部会の様子 『分数のわり算』  高島 洋先生（根岸小） 

講師  田子 康之先生（中川小校長）  作成担当：堂上 建次（白根小） 

 
「育成する資質・能力」 
〇分数の乗法及び除法についても、整数の

場合と同じ関係や法則が成り立つことを
理解すること。 

〇数の意味と表現、計算について成り立つ
性質に着目し、計算の仕方を多面的に捉
え考えること。 

「数学的活動」 
〇既習事項を基にして問題解決を行い、そ

の結果や方法を振り返るとともに統合
的・発展的に考察する。「なぜ逆数をかけ
るとわり算ができるのか」という問いか
ら、これまでの学習で使用してきた図、
式、数直線などを活用して問題解決し、そ
の結果や方法を振り返りそれを統合的・
発展的に捉え直す。 

提案の内容 

≪成果・今後の課題≫ 

分数の乗法から類推して分数の除法について考える時に
は、演繹的に説明する必要が出てきて子供の学びにつなが
るので良かった。最初から逆数に着目していくのではなく、
それぞれの解決方法のプロセスの共通点として、「逆数をか
けている」という逆数のよさに帰着させるようにしたい。 

 
既習事項を活用し、多面的に捉えるということを子供のゴールの姿として、様々な解決方法に触れること

で、数の意味と表現、計算に関して成り立つ性質に着目し、子供たちが筋道立てて色々な見方・考え方がで
きるようになる姿と捉えた。そこで、既習である分数の乗法の考え方から類推できるよう、分母・分子同士
を割ることで答えが出せる場面を取り上げ、その後、分母・分子同士が割り切れないものを扱っていく流れ
にした。ここまでは、子供の問いへとスムーズにつながることができ、学びのつながりとして価値があり成
果であった。しかし、「なぜ逆数をかけるとわり算ができるのか」という問いから、授業者としては、単位分
数に着目できるよう数直線を扱い、式の変形だけでなく意味理解もさせたいという意図があったが、子供の
学びがつながらなくなり、どのような点に着目すれば良かったのか授業改善という視点で参会の先生方と話
し合った。面積図の扱いは、縦に切ったり横に切ったりと難しいと感じたので、立式の根拠だけでなく答え
を見つけ出す根拠にもなる数直線を丁寧に扱っていくことが単位分数に着目していくのに良いのでは、など
多くの意見が出てきた。ここでの学びは中学の一元一次方程式につながることも意識していきたい。 

論点  「子供のまなびがつながらなかったのはどうしてか？」 

○担当’ｓ EYE 
 横浜市学力・学習状況調査では、数直線のよさ（計算方法を説明す
るための思考ツールになる等）について、毎年出題され重視されてい
る。教科書にある面積図やわり算の性質だけでなく、数直線を活用し
子供が説明できることを大切にしたい。除法の意味の理解について
も、数直線を用い、数の関係をとらえられるようにすることが大切で
ある。数直線や図と式を関連付けながら指導していきたいと感じた。 

既習事項を活用し、多面的に捉える力を育成する授業 


